
２００６年２００６年１１１１月月２２日日

日本ゼオン㈱日本ゼオン㈱ 代表取締役専務代表取締役専務 山﨑山﨑 正宏正宏

日本を強くする日本を強くする

産官学協業による新産業創出のすすめ産官学協業による新産業創出のすすめ

（日本ゼオンの新規事業開発とＭＯＴ）（日本ゼオンの新規事業開発とＭＯＴ）
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人生は夢があるから楽しくて人生は夢があるから楽しくて 心があるから暖かい心があるから暖かい



１．オイルショックを独創的技術で生き抜いた日本の高度部材産業は強い１．オイルショックを独創的技術で生き抜いた日本の高度部材産業は強い

２２．日本ゼオン．日本ゼオンの新規事業開発の新規事業開発 : : 人のまねをしない独創的技術で生きる人のまねをしない独創的技術で生きる

２２‐‐１）日本ゼオンの事業構造１）日本ゼオンの事業構造

２２--２２）新事業開発の原点）新事業開発の原点 ：： 合成ゴム原料副生成物の有効利用（Ｃ５総合利用）合成ゴム原料副生成物の有効利用（Ｃ５総合利用）

２２--３）新事業開発の歴史３）新事業開発の歴史 ：： 事業が成功するには１０年かかる事業が成功するには１０年かかる

２２--４）スピードを上げる開発４）スピードを上げる開発 ：： ゼオン独自の工夫４法ゼオン独自の工夫４法

３３．．日本ゼオンの産官学協業による最近の開発事例日本ゼオンの産官学協業による最近の開発事例

３３--１）１）直近に上市した製品直近に上市した製品と産官学協業と産官学協業

４．イノベーションが産業を創出し先見性が企業の未来を決める（ＭＯＴの必要性）４．イノベーションが産業を創出し先見性が企業の未来を決める（ＭＯＴの必要性）

４４--１１）ゼオン流ＭＯＴ）ゼオン流ＭＯＴ ：： 経営戦略と研究開発戦略の一体化経営戦略と研究開発戦略の一体化

５．未来を予見し夢を実現させよう（ロードマップの活用）５．未来を予見し夢を実現させよう（ロードマップの活用）

６．ユビキタス社会に必須の材料と産官学協業による６．ユビキタス社会に必須の材料と産官学協業による日本日本産業の強化提案産業の強化提案

７７．まとめ．まとめ

目目 次次
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3

・出荷額は・出荷額は約３約３７．８７．８兆円兆円で製造業全体ので製造業全体の約１３％約１３％ 第２第２位。位。
・付加価値額は・付加価値額は約１約１７．２７．２兆円兆円で製造業全体で製造業全体の１７％の１７％ 第１第１位。位。

１１）オイルショックを）オイルショックを独創的技術で独創的技術で
生き抜いた日本の化学産業は強い生き抜いた日本の化学産業は強い

経済産業省経済産業省 機能性化学品室機能性化学品室 渡辺渡辺 宏室長資料より宏室長資料より

２００２年
出荷額(兆円） 付加価値額(兆円）

順位 製造業 269 .4 順位 製造業 97 .5
1 輸送用機械器具 48 .0 1 化学工業 16 .3
2 化学工業 35 .3 2 輸送用機械器具 14 .2
3 一般機械器具 25 .5 3 一般機械器具 10 .0
4 食料品 23 .0 4 食料品 8 .8
5 電気機械器具 17 .8 5 電気機械器具 6.3

２００４年
出荷額(兆円） 付加価値額(兆円）

順位 製造業 284 .4 順位 製造業 101 .8
1 輸送用機械器具 50 .7 1 化学工業 17 .2
2 化学工業 37 .8 2 輸送用機械器具 14 .2
3 一般機械器具 29 .1 3 一般機械器具 11 .3
4 食料品 22 .8 4 食料品 8 .6
5 電子部品・デバイス 18 .7 5 電子部品・デバイス 7 .2
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液晶用主要材料の日本企業シエア液晶用主要材料の日本企業シエア

化学経済化学経済 ２００４年１１月号２００４年１１月号 経済産業省経済産業省 機能性化学品室機能性化学品室 渡辺渡辺 宏宏 室長室長資料、ものつくり白書２００６資料、ものつくり白書２００６ より作成より作成

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

COF (Chip on FPC)

異方導電性フィルム

TABテープ

導光板材料

プリズムシート

輝度向上フィルム

拡散シート

液晶用フォトマスク

液晶用フォトレジスト

液晶材料

樹脂ﾌﾞﾗｯｸﾏﾄﾘｸｽ材料

ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ用顔料分散材料

カラーフィルター

スペーサー

シール剤

液晶配向膜材料

視野角補償フィルム

偏光板・楕円偏光板

偏光膜保護フィルム

AG（防眩）フィルム

ガラス基板（白板）

ガラス基板（青板）

日
本
企
業
の
シ

ェ
ア

外
国
企
業
の
シ

ェ
ア

２０１０年
３兆４，２２０億円

日系企業
70.3%

外国系企業
29.7％

2002年市場規模
8,920億円

外国系企業
38.2％

日系企業
61.8%

2004年市場規模
1兆7,300億円
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主要半導体材料の日本企業シェア主要半導体材料の日本企業シェア

２００７年
３兆３、０８２億円

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % 7 0 % 8 0 % 9 0 % 1 0 0 %

封 止 材

ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ

A ｇ ペ ー ス ト

T A B テ ー プ

プ ラ ス チ ッ ク 基 板

セ ラ ミ ッ ク 基 板

リ ー ド フ レ ー ム

C M P 用 ス ラ リ ー

保 護 膜 用 塗 布 膜

層 間 絶 縁 膜 用 塗 布 膜

タ ー ゲ ッ ト 材

特 殊 ガ ス

バ ル ク ガ ス

薬 液

フ ォ ト レ ジ ス ト

マ ス ク ／ レ ク チ ル

化 合 物 半 導 体 ウ エ ハ ー

シ リ コ ン ウ ェ ハ ー

日
本
企
業
の
シ
ェ
ア

外
国
企
業
の
シ
ェ
ア

日系企業
70.5%

外国系企業
29.5％

2002年市場規模
2兆2,874億円

外国系企業
27.5％

日系企業
72.5%

2004年市場規模
2兆6,633億円

化学経済化学経済 ２００４年１１月号２００４年１１月号 経済産業省経済産業省 機能性化学品室機能性化学品室 渡辺渡辺 宏宏 室長室長資料、ものつくり白書２００６資料、ものつくり白書２００６ より作成より作成 5



新産業創造を育む高度部材産業の強さ新産業創造を育む高度部材産業の強さ

6経済産業省経済産業省 機能性化学品室機能性化学品室 渡辺渡辺 宏室長資料宏室長資料

新産業創造を育む高度部材産業　　　

日
本
27%

海
外
73%

海
外
49%

日
本
51%

海
外
46%

日
本
54%

高度機能性部材産業集積高度機能性部材産業集積
〈付加価値額２兆円、研究開発費約〈付加価値額２兆円、研究開発費約0.50.5兆円〉兆円〉

上流 下流

１人あたり
の付加価値
額（技術高
度性）

樹脂樹脂
製造製造

石油石油
化学化学

無機無機
化学化学 プラスチックプラスチック

成形加工成形加工

脂肪族脂肪族
製造製造

環式中間物環式中間物
製造製造

研
究
開
発
総
額　
　

兆
円

付
加
価
値
総
額　
　

兆
円

16.3 1

各楕円の横幅は、
各業種の付加価値
額の比を表わす

青字：中小企業
赤字：大企業

高度機能性部
材産業の輸出
比率は、50～

60％

海外への輸出

川
下

川
中

川
上

海
外

35%
日
本

65%

情報通信セット機器

電子部品／半導体

製造装置

電子材料

（シャープ、松下電器等）

（京セラ、村田製作
所、　ローム等）

（東京エレクトロン等）

（ＪＳＲ、日立化成等）

（世界の市場規模と日系企業のシェアの一例）

付加価値額　１４．３兆円
研究開発費　　　２兆円

付加価値額　
６．５兆円

付加価値額　
３．０兆円

付加価値額　
５．３兆円

付加価値額１．５兆円
研究開発費（機械）１兆円

自動車
電気機械 情報通信機器 電子部品デバイス

精密機械

研究開発費　４兆円国内産業
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２．２．日本ゼオン日本ゼオンのの新規事業新規事業開発開発
１９５０１９５０ 日本ゼオン設立（古河グループの化学会社として）日本ゼオン設立（古河グループの化学会社として）

１９５２１９５２ 日本で初めて塩化ビニル量産開始日本で初めて塩化ビニル量産開始 →→ ２０００２０００ 撤退撤退

１９５９１９５９ 日本で初めて合成ゴム量産開始日本で初めて合成ゴム量産開始 →→ 特殊ゴム世界一特殊ゴム世界一

１９７３１９７３ Ｃ５総合利用展開開始（化成品事業開始）Ｃ５総合利用展開開始（化成品事業開始）

１９７３１９７３ オイルショック後、新規事業探索開始（研究陣の危機感）オイルショック後、新規事業探索開始（研究陣の危機感）

導入技術が基本技術、資本規模も小さく、石油も無い導入技術が基本技術、資本規模も小さく、石油も無い

中小規模の日本の化学会社中小規模の日本の化学会社、日本ゼオンに未来はあるか？、日本ゼオンに未来はあるか？

１９８０１９８０ 新規事業本格展開開始新規事業本格展開開始

１９８１１９８１ 情報材料研究開発開始情報材料研究開発開始

１９９３１９９３ 独創的世界一技術での展開開始独創的世界一技術での展開開始 →→ 現在現在

＊経営戦略と事業戦略の一体化（ゼオン流ＭＯＴ）＊経営戦略と事業戦略の一体化（ゼオン流ＭＯＴ）
＊人のマネをしない人がマネのできない独創的技術での展開＊人のマネをしない人がマネのできない独創的技術での展開

２００２００６６年年３月３月 資本金資本金 約約２４２億円、２４２億円、 連結売上高連結売上高 約２約２７７００億円、００億円、

営業利益営業利益 約２７０億円、約２７０億円、 人員人員 約約３０３０００人００人 7
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22--１）日本ゼオンの１）日本ゼオンの事業構造事業構造

基盤基盤事業の安定的収益確保と新規事業の飛躍的拡大事業の安定的収益確保と新規事業の飛躍的拡大

体質強化体質強化

収益安定確保収益安定確保

基
盤
事
業

基
盤
事
業

飛躍の柱として飛躍の柱として

新
規
事
業

新
規
事
業

徹
底
し
た
特
殊
化

徹
底
し
た
特
殊
化

ゴム

ＬＸ

化成品

その他

精密成形加工

化学品

情報材料

高機能樹脂

投資
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自動車のエンジン周りには多くの耐油性特殊ゴムが使われています。自動車のエンジン周りには多くの耐油性特殊ゴムが使われています。
ゼオンは世界№１のシェアを有しており、かつ日米欧三極で生産体ゼオンは世界№１のシェアを有しており、かつ日米欧三極で生産体
制を確立しています。制を確立しています。

ゼットポールゼットポール （耐油性特殊ゴム）（耐油性特殊ゴム）
熱可塑性高機能透明樹脂であるシクロオレフィンポリマー（商品名ゼオネック熱可塑性高機能透明樹脂であるシクロオレフィンポリマー（商品名ゼオネック
ス・ゼオノア）は、優れた光学特性や低吸湿性などの特徴を生かし、光学レンス・ゼオノア）は、優れた光学特性や低吸湿性などの特徴を生かし、光学レン
ズ・プリズム、ＬＣＤ導光板、光学フィルムをはじめ多くの用途に利用されていまズ・プリズム、ＬＣＤ導光板、光学フィルムをはじめ多くの用途に利用されていま
す。す。

ＣＯＰ（ＣＯＰ（ ゼオネックス・ゼオノア）ゼオネックス・ゼオノア）

懸濁重合法で製造したプリンター用のトナーです。世界で初めてゼ懸濁重合法で製造したプリンター用のトナーです。世界で初めてゼ
オンが企業化しました。オンが企業化しました。

重合法トナー重合法トナー

半導体製造用エッチング・ガスです半導体製造用エッチング・ガスです
が、大気寿命が約１年と他のガスが、大気寿命が約１年と他のガス
に比べ非常に短いので、地球の温に比べ非常に短いので、地球の温
暖化防止に貢献しています。暖化防止に貢献しています。
米国環境保護庁から成層圏オゾン米国環境保護庁から成層圏オゾン
層保護賞を授与されました。層保護賞を授与されました。

ゼオローラゼオローラ

青葉の香りのする合成香料です。青葉の香りのする合成香料です。
香粧品や食品フレーバーとして香粧品や食品フレーバーとして
使われています。世界の８０％使われています。世界の８０％
以上のシェアを持っています。以上のシェアを持っています。

青葉アルコール青葉アルコール

光学製品光学製品 （導光板・光学フィルム・レンズ・プリズ（導光板・光学フィルム・レンズ・プリズ
ム）ム）

日本ゼオンの世界一製品例日本ゼオンの世界一製品例

ＤＣＰＤ－ＲＩＭＤＣＰＤ－ＲＩＭ

浄化槽やユニットバスなど浄化槽やユニットバスなど
大型背品をＤＣＰＤ－ＲＩＭ大型背品をＤＣＰＤ－ＲＩＭ
法で成型。世界最大、唯一法で成型。世界最大、唯一
のメーカーです。のメーカーです。
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00
実績

01
実績

03
実績

04
実績

05
実績

02
実績

03
PZ-2計画

経常利益経常利益:: 9999年度より年度より66年連続増益年連続増益

・06年3月期 営業利益５期連続最高益、経常利益６期連続最高益更新

・今後３年、常に最高益が期待できる
・新規事業収益が、基盤事業収益を超える

PZPZ--22計画計画

合計 基盤 新規事業 その他

合計 基盤 新規事業 その他

実績：実績：

PZPZ--22計画：計画：

10

日本日本ゼオンのゼオンの営業利益推移営業利益推移
独創的技術が生み出した事業が業容を変え始めた独創的技術が生み出した事業が業容を変え始めた

PZPZ--33計画計画
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世界の世界のブタジエン約ブタジエン約5050％が％が
GPBGPB法にて生産されている法にて生産されている

（世界（世界1919ケ国、４８プラントに技術輸出）ケ国、４８プラントに技術輸出）
３０年間無事故無災害継続中３０年間無事故無災害継続中

GPBGPB法法

C5C5有効利用有効利用世界世界No.1No.1

11

２２‐‐２２）新事業開発の原点）新事業開発の原点：合成ゴム原料抽出技術：合成ゴム原料抽出技術

GPIGPI法法



ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ（C3)

ｴﾁﾚﾝ（C2)原原

油油
ﾅﾌｻ PVC事業撤退

C4留分

C5C5留分留分

ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ

ＧＧ
ＰＰ
ＢＢ

ｲｿﾌﾟﾚﾝ･ﾓﾉﾏｰ

S  R

L  X

R I M

C O P

P D R

C P R

I  R

S I S

L F A

他

ＧＧ
ＰＰ
ＩＩ

B DB D

DCPDDCPD

H  B H  B 

I P MI P M

ﾌﾞﾁﾝﾌﾞﾁﾝ--22

基
盤
事
業

新
規
事
業

用 途

タイヤ

トラフィックペイント
粘着剤

塗料 インキ

合併浄化槽
住宅設備部材

レンズ・プリズム
導光板・光学フィルム

香水・食品添加剤

特殊合成ゴム

塗工紙・手袋

事 業

合成ゴム原料副生成物の有効利用（Ｃ５総合利用）合成ゴム原料副生成物の有効利用（Ｃ５総合利用）

12
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・収益を安定的に確保する・収益を安定的に確保する

特殊合成ゴムの世界のマーケットシェア特殊合成ゴムの世界のマーケットシェア

ヒドリンゴムヒドリンゴム

ゼオン

63％

アクリルゴムアクリルゴム

ゼオン

56％

NBRNBR

ゼオン

40％

水素化水素化NBRNBR

ゼオン

70％

独創的技術による
新材料
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累積利益

２-３) 新規事業の歴史

14



R1 R2

R1 R2

R1 R2 R1 R2

n

R1 R2

n

DCPD CPD

NB

Olefin

COP

開環重合 水素添加

上市１９９０年

15

絶縁材料の開発→絶縁材料の開発→

光ディスク材料開発光ディスク材料開発１９９５年度日本化学会賞を受賞１９９５年度日本化学会賞を受賞

２００４年度高分子学会賞を受賞２００４年度高分子学会賞を受賞

シクロオレフィンポリマー（ＣＯＰ）シクロオレフィンポリマー（ＣＯＰ）の開発の開発
（ゼオネックス（ゼオネックス® 、、ゼオノアゼオノア® ））



ＣＯＰの特性と用途展開ＣＯＰの特性と用途展開

光学特性光学特性

耐薬品性耐薬品性

低吸湿性低吸湿性､､防湿性防湿性

高透明高透明､､軽い軽い
低吸水率、高耐熱低吸水率、高耐熱

絶縁特性、易成形性絶縁特性、易成形性
環境に優しい環境に優しい

環境に優しい環境に優しい
（脱ガスがない、低不純物含有（脱ガスがない、低不純物含有

量）量）

高周波絶縁特性高周波絶縁特性
（低誘電率（低誘電率､､低損失）低損失）

16

http://www.sharp.co.jp/products/lc37ad1/index.html
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ブルーレーザー用ブルーレーザー用

ﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾘﾝﾀｰ用Fθﾚﾝｽﾞ

DVDピックアップレンズ

ZEONEX

携帯電話カメラレンズ
カメラ用レンズ、プリズム

ＣＯＰの主たる用途：①ＣＯＰの主たる用途：①精密加工製品精密加工製品

低複屈折・

高屈折率

340R

330R

480R 480R

X

E48R

面発光照明基板面発光照明基板

有機有機ELEL基板フィルム基板フィルム

17
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ＣＯＰの主たる用途ＣＯＰの主たる用途 ②②ゼオノアフィルムゼオノアフィルム®®

オプテス（株）高岡工場精密光学研究所

世界初、押出しプロセスで世界初、押出しプロセスで高精度製膜に成功高精度製膜に成功
提案型でトータルコストを削減提案型でトータルコストを削減 18
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拡散シート

反射シート
プリズムシート

導光板

ＣＯＰの携帯電話用途への展開ＣＯＰの携帯電話用途への展開
（携帯電話用カメラレンズ材料をほぼ独占供給）（携帯電話用カメラレンズ材料をほぼ独占供給）

内蔵アンテナ

カメラレンズ

位相差フィルム

19



20

液晶パネル部
位相差フィルム
偏光版保護フィルム

輝度向上輝度向上シート（シート（DBEF)DBEF)

プリズムシート（プリズムシート（BEF)BEF)

拡散シート拡散シート
透明シート（電磁波シールド？）透明シート（電磁波シールド？）

拡散板

バックライトバックライト

２００３年度ディスプレー・オブ・ザ・イヤー賞受賞２００３年度ディスプレー・オブ・ザ・イヤー賞受賞

偏光膜保護フィルム偏光膜保護フィルム

ＣＯＰの液晶テレビへの展開ＣＯＰの液晶テレビへの展開

バックライトユニット
拡散板

20
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21

小型機器用途小型機器用途

Zeonor Zeonor 
フィルムフィルム

DVDDVD MoldMold



シクロオレフィンポリマー（ＣＯＰ）シクロオレフィンポリマー（ＣＯＰ）事業事業のの推移推移

研究から黒字化まで１９年：研究から黒字化まで１９年：忍耐とパラダイムシフトの歴史忍耐とパラダイムシフトの歴史

0

’８５ ’８６ ’８７ ’８８ ’８９ ’９０ ’９１ ’９２ ’９３ ’９４ ’９５ ’９６ ’９７ ’９８ ’９９ ’００ ’０１ ’０２ ’０３

年度

売
上

高
・
経

常
利

益
（
百

万
円

）

売上高

経常利益

IT不況

・レーザービームプリンター

・カメラ付き携帯電話・カメラ付き携帯電話

・液晶用光学フィルム・液晶用光学フィルム

研究開始研究開始
１９８３年１９８３年

22

・ピクアップレンズ
・レンズ、プリズム

デジカメ

ゼオネックス上市ゼオネックス上市

ゼオノア上市ゼオノア上市

フィルム工場竣工フィルム工場竣工

黒字化黒字化
２００２年２００２年



材料の材料の開発開発には１０年かかるには１０年かかる
研究開始から研究開始から
黒字化まで黒字化まで
１２年弱要す１２年弱要す

・開発のスピ・開発のスピ
ードアップードアップ

がが必須必須

75 80 85 90 95 00 05

A 76 78 80 92
B 77 80 84 86
C 83 91 93 00
D 83 85 89
E 95 96 03
F 86 91 03
G 97 99 03
H 89 90 91
I 89 99 00
J 85 94
K 98 02 03

L 83 87 00
M 83 89 98

研究 ﾊﾟｲﾛｯﾄ 上市 黒字化 撤退

製品名 研究 パイ 上市 撤退 黒字化 期　間(年）
開始 ロット 研～黒 研～上 上～黒

A 1976 1978 1980 1991 15 4 11
B 1977 1980 1984 1986 9 7 2
C 1983 1991 1993 2000 17 10 7
D 1983 1985 1989 6 2 4
E 1995 1996 2003 8 1 7
F 1986 1991 2003 17 5 12
G 1997 1999 2003 6 2 4
H 1989 1990 1991 2 1 1
I 1989 1999 2000 11 10 1
J 1985 1994 2003 18 9 9
K 1998 2002 2003 5 4 1

L 1983 1987 2000 17 4 －
M 1983 1988 1989 1998 15 6 －

平均期間(年） 11.2 5.4 5 .9

23
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２２--４）４） スピードを上げる研究開発スピードを上げる研究開発

①① テーマの誤りなき選定：テーマの誤りなき選定：
未来未来の市場、未来の製品の市場、未来の製品像から研究を方向付ける像から研究を方向付ける

市場市場

製造

研究研究

開発

研究技術開発の人材育成と企業経営、東京理科大学ＭＯＴ大学院教授研究技術開発の人材育成と企業経営、東京理科大学ＭＯＴ大学院教授 森森 健一健一

死の谷



25

25

②② 不足資源を補う不足資源を補う

世界一の技術者と協業または招聘する世界一の技術者と協業または招聘する

１．ＣＯＰの開発１．ＣＯＰの開発 ：：

重合技術者の重合技術者の強化強化

２．光学フィルムの開発２．光学フィルムの開発 ：：

光学フィルム設計者の招聘光学フィルム設計者の招聘

３．３．理論的裏づけと技術の誤りない方向づけ：理論的裏づけと技術の誤りない方向づけ：

東北大学東北大学 大見教授の大見教授のごご指導指導を請うを請う



26

③③生産機で２４時間体制の開発生産機で２４時間体制の開発
＊＊経営にしか出来ない判断経営にしか出来ない判断

ビーカービーカー →→ １０１０LL →→ １００１００LL →→ １ｍ１ｍ３３ →→ 生産機テスト生産機テスト

素材開発

加工製品開発 ：生産機で２４時間体制の開発

26

リスクは大きいが、圧倒的に早いリスクは大きいが、圧倒的に早い 開発成功＝上市開発成功＝上市

・生産プロセス、機械設備のバグ取り完了・生産プロセス、機械設備のバグ取り完了

・オペレーターの教育訓練完了・オペレーターの教育訓練完了

・オペレーターの自前技術に対する誇りと自信・オペレーターの自前技術に対する誇りと自信

・ユーザーの再評価不要・ユーザーの再評価不要

http://www.omlabo.com/om-5/om-5-8/om-5-8.html


④④ 産官学協業産官学協業が必須が必須
新しい材料には新しい装置新しい材料には新しい装置、新しい、新しい製造プロセスと理論の裏製造プロセスと理論の裏
付けが必要付けが必要 ：： 一人でやることは不可能に近い一人でやることは不可能に近い

東北大学未来科学技術共同研究センター
未来情報産業研究館

DIIN (New Intelligence for IC 

Differentiation)プロジェクト
（約125億

円）

（官20億円,民65億円）

「高効率次世代半導体製造シス
テム技術開発」 プロジェクト

HALCAプロジェクト

経済産業省

高密度プラズマプロジェクト

「マイクロ波励起高密度プラズマ
技術を用いた省エネ型半導体製
造装置の開発」（12.3億円×3年）

経済産業省

特定領域研究

「知的瞬時処理複合化集
積システム」プロジェクト

（11.6億円）
文部科学省

熊本県地域結集型共同研究事
業「超精密半導体計測技術開

発」

（20億円）
文部科学省

産学連携

低消費電力次世代ディスプレイ製
造技術共同研究施設整備プロジェ
クト （官153億円、民２００億円強）

大型TVプロジェクト

経済産業省

27＊東北大学大見忠弘教授資料より



３．３．日本ゼオンの日本ゼオンの産官学協業した開発スピード産官学協業した開発スピード

90 95 00 05 １０

AA 89 99 00

BB 96 04 7
CC 98 02 03
DD 98 04 06 07
EE 03 04 07 09
FF 02 06 07
GG 03 04 05
HH 01 07
II 03 05 06

90 95 00 05 １０
黄　ＦＶ社　　青　大見教授 研究 ﾊﾟｲﾛｯﾄ 上市 黒字化 撤退

製品名 研究 パイ 上市 撤退 黒字化 期　間(年）
開始 ロット 研～黒 研～上 上～黒

AA 1989 1999 2000 11 10 1
BB 1996 2004 2007 2007 11 11 0
CC 1998 2002 2003 5 4 1
DD 1998 2004 2006 2007 9 8 1
EE 2003 2004 2007 2009 6 4 2
FF 2002 2006 2007 5 4 1
GG 2003 2004 2005 2 1 1
HH 2001 2007 2007 6 6 0
II 2003 2005 2006 3 2 1

平均期間(年） 6.4 5.6 0 .9

東北大学 大見教授ご指導 開始 ＦＶ
社

28
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ゼオマックゼオマック® （Ｌｏｗ－ｋ材料）の（Ｌｏｗ－ｋ材料）の開発開発
新しい材料を使いこなすには新しい材料を使いこなすには

新しい装置、新しい製造プロセス新しい装置、新しい製造プロセス、理論の裏づけ、理論の裏づけが要るが要る
一人でやることは不可能に近い一人でやることは不可能に近い

技術は水平統合 ・ ビジネスは垂直統合の新しいビジネスモデル

Ｊ
アルミ-マグネシウム-
ジルコニウム入りアルミ

Ｊ
アルミ-マグネシウム-
ジルコニウム入りアルミ

Ｉ
アルミ入りステンレス

Ｉ
アルミ入りステンレス

オムロン
トータルシステム制御
ソフトウェア

オムロン
トータルシステム制御
ソフトウェア

Ｈ
重水素ランプによる
プラズマ着火システム

Ｈ
重水素ランプによる
プラズマ着火システム

Ｇ
マイクロ波
電力供給システム

Ｇ
マイクロ波
電力供給システム

Ｆ
ｸﾘﾌﾟﾄﾝ(Kr)/ｷｾﾉﾝ(Xe)
回収循環供給装置

Ｆ
ｸﾘﾌﾟﾄﾝ(Kr)/ｷｾﾉﾝ(Xe)
回収循環供給装置

Ｅ
異常放電抑止システム

Ｅ
異常放電抑止システム

Ｄ
耐プラズマ性・耐熱性
低脱ガス性Oリング

Ｄ
耐プラズマ性・耐熱性
低脱ガス性Oリング

Ｃ
集積化ガス供給・排気
パネル

Ｃ
集積化ガス供給・排気
パネル

日本ゼオン
新しい特殊ガス

日本ゼオン日本ゼオン
新しい特殊ガス新しい特殊ガス

Ａ
全てのガス種に対して同じ排気性能
を持ちﾊﾟｰｼﾞｶﾞｽ量の少ないポンプ

Ａ
全てのガス種に対して同じ排気性能
を持ちﾊﾟｰｼﾞｶﾞｽ量の少ないポンプ

Ｋ
シャワープレート
精密加工

Ｋ
シャワープレート
精密加工

Ｌ
太平洋セメント
セラミックシャワープレート

Ｌ
太平洋セメント
セラミックシャワープレート

Ｔ
装置全体システム

ＴＴ
装置全体システム装置全体システム

Ｂ
真空ﾎﾟﾝﾌﾟの量産
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻの開発・量産

Ｂ
真空ﾎﾟﾝﾌﾟの量産
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻの開発・量産

ステラケミファ
金属表面の
CF膜処理

ステラケミファ
金属表面の
CF膜処理

２２２２社協業社協業

29



ゼオンの産官学協業の成功を支えるものゼオンの産官学協業の成功を支えるもの

経営戦略と研究開発戦略を一体化する中で経営戦略と研究開発戦略を一体化する中で

30

『『新しい材料には、それを使いこなす新しい装置、新しい新しい材料には、それを使いこなす新しい装置、新しい

プロセスと理論の裏づけが要る。単独では不可能プロセスと理論の裏づけが要る。単独では不可能』』と認識しと認識し

１．未来社会のパラダイムに合致するテーマを選定し１．未来社会のパラダイムに合致するテーマを選定し
２．パラダイムを誤りなく判断し、自社不足技術を充足する２．パラダイムを誤りなく判断し、自社不足技術を充足する

ためにために 世界一技術者世界一技術者 大見忠弘教授大見忠弘教授 のご指導を受けのご指導を受け
３．毎月テーマの進捗ＰＤＣＡを実施いただき、研究開発の３．毎月テーマの進捗ＰＤＣＡを実施いただき、研究開発の

方向を即断即決し方向を即断即決し
４．新材料を世に出し実用化するために４．新材料を世に出し実用化するために 新しい装置や新しい装置や

新しいプロセスを開発するために新しいプロセスを開発するために 先生と思想を同じくする先生と思想を同じくする
企業集団の力を借り企業集団の力を借り

５．最終的には国のＰＪで協業させていただいている５．最終的には国のＰＪで協業させていただいている



４４．．イノベーションが新産業を創出するイノベーションが新産業を創出する

ＭＯＴ（ＭＯＴ（技術経営）の必要性技術経営）の必要性

コンドラチェフの波動コンドラチェフの波動

数字で見る数字で見る『『未来へのあゆみ未来へのあゆみ』』ＰＨＰ１９８１、よりＰＨＰ１９８１、より

２１世紀！

何が起こるか
？

新事業を継続して創出できない会社は衰退する新事業を継続して創出できない会社は衰退する

蒸気機関

産業革命

内燃機関 高分子

電気・電子

半導体

航空宇宙

原子力

The Structure of Scientific Revolution,Thomas S. Kuhn,UniversityThe Structure of Scientific Revolution,Thomas S. Kuhn,University of Chicago Press,1970.of Chicago Press,1970.

日本ゼオン新規事業探索開始日本ゼオン新規事業探索開始

オイルショックを契機オイルショックを契機

シュンペーターシュンペーター

31



32

32

身近にいくらでもあるパラダイムシフトの事例身近にいくらでもあるパラダイムシフトの事例
（（先見できない会社は衰退する先見できない会社は衰退する））

ブラウン管 液晶

ＰＤＰ ＳＥＤ

有機ＥＬ

固定電話 携帯電話

レコード ＣＤ ＤＶＤ ＨＤ

８ｍｍフィルム ＶＴＲ

フィルムカメラ デジタルカメラ

青焼き リコピー

計算尺 機械式計算機 電卓 電子計算機 パソコン

そろばん

真空管 トランジスタ 半導体

エボナイト エポキシ樹脂 ＢＴレジン ＡＢＦ 低誘電率材料

レーザービームプリンター



５年で世界一の座へ５年で世界一の座へ

５年で世界一にもなれる（新産業が創出できる）５年で世界一にもなれる（新産業が創出できる）

日経ビジネス、日経ビジネス、 東北大学東北大学 大見教授資料などより大見教授資料などより 33

＊＊ Intel Intel 、、日亜化学の例から日亜化学の例から

日亜化学の例日亜化学の例 Ｉｎｔｅｌの例Ｉｎｔｅｌの例



日本能率協会マネージメントセンター発行日本能率協会マネージメントセンター発行 山本山本 尚利尚利 著著 『『ＭＯＴアドバンストＭＯＴアドバンスト 技術戦略技術戦略』』よりより

４４‐‐１）１）ゼオン流ＭＯＴゼオン流ＭＯＴ

経営戦略と技術開発戦略の一体化経営戦略と技術開発戦略の一体化

MOTMOTの目的：の目的：

技術投資の費用技術投資の費用
対効果を最大化対効果を最大化
することすること

技術戦略の立案技術戦略の立案
経営戦略と技術戦略経営戦略と技術戦略
のリンケージのリンケージ

研究開発マネジメント研究開発マネジメント
の徹底化の徹底化

経営資源の充実と経営資源の充実と
有効活用有効活用

技術人材開発の技術人材開発の
実行実行

技術投資の技術投資の
組織化・効率化組織化・効率化

市場分析市場分析

競合分析競合分析

研究開発の重点投資研究開発の重点投資

研究開発の定量評価研究開発の定量評価

新技術の探索新技術の探索

戦略整合性戦略整合性

競争優位戦略競争優位戦略

グローバル化戦略グローバル化戦略

戦略技術の確保戦略技術の確保

CTOCTOの登用の登用

ビジョンの策定ビジョンの策定

戦略企画体制戦略企画体制

中長期技術戦略の立案中長期技術戦略の立案

外部技術の活用外部技術の活用

知的所有権の管理知的所有権の管理

ナレッジマネジメントナレッジマネジメント

資金調達力の強化資金調達力の強化

創造性開発の奨励創造性開発の奨励

個人評価システム個人評価システム

技術プロフェッショナルの技術プロフェッショナルの
確保確保

人材教育プログラム人材教育プログラム
の実行の実行

研究開発部門の研究開発部門の
支援体制支援体制

社内外技術の移転社内外技術の移転

技術部門の組織強化技術部門の組織強化

投資評価投資評価

MOTMOTの目的の目的

34

ＭＯＴＭＯＴ

不確実性の中から不確実性の中から

富を生み出す富を生み出す

継続した新製品、継続した新製品、
新事業の創出によ新事業の創出によ

るる 企業発展企業発展



経営戦略と研究開発戦略の一体化経営戦略と研究開発戦略の一体化

社長ヒアリング社長ヒアリング （毎月）（毎月）

全社プロジェクトミーティング（適宜）全社プロジェクトミーティング（適宜）

事業部研究開発会議（毎月）事業部研究開発会議（毎月）研究開発本部開発会議（毎月）研究開発本部開発会議（毎月）

社長ヒアリング（毎月）
即断・即決即断・即決 全員参加全員参加

経営トップ、生産技術、事業の責任者、研究開発担当者が参加

（社長が研究開発会議に毎月出席（社長が研究開発会議に毎月出席､､研究所不信の一掃）研究所不信の一掃）

35

依頼試験型研究開発テーマ依頼試験型研究開発テーマ

ロードマップ型研究開発テーマロードマップ型研究開発テーマ

提案型研究開発テーマ提案型研究開発テーマ

１９９４年９月
より開始



ニッチでもニッチでも

日本ゼオンらしい得意分野で日本ゼオンらしい得意分野で

人の真似をしない、人の真似をしない、 人が真似の出来ない人が真似の出来ない

地球に優しい地球に優しい

革新的独創的技術にもとづく革新的独創的技術にもとづく

世界一製品・事業を継続的に創出し世界一製品・事業を継続的に創出し

社会に貢献する社会に貢献する

材料･部材材料･部材 サービスサービス

生産生産 販売販売 36

新技術開発理念
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５．未来を予見し５．未来を予見し夢を夢を実現させよう：実現させよう：ロードマップロードマップ

未来社会の未来社会の新市場、新製品を新市場、新製品を予測した研究開発予測した研究開発

未来市場（Ｍ）未来市場（Ｍ）

未来製品（Ｐ）未来製品（Ｐ）

新パラダイム技術（Ｔ）

研究開発（Ｒ＆Ｄ）

Ｓｃｉｅｎｃｅ

新市場１ 新市場２

新製品１ 新製品２ 新製品３

技術１

技術２２

技術３

技術４

研究開発１

研究開発３ 研究開発５

研究開発２ 研究開発４

未来の社会（夢）

中島一郎中島一郎、西川泰三他、西川泰三他、ＮＥＤＯ、ＮＥＤＯ ロードマップ成果報告会資料ロードマップ成果報告会資料 平成１７年５月平成１７年５月１１日１１日より作成より作成

将来のニーズの予測
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夢を描こう：知識と想像力で未来を予見しよう夢を描こう：知識と想像力で未来を予見しよう
（未来の製品を予見し、必要な技術を開発（未来の製品を予見し、必要な技術を開発しようしよう））

１９２０１９２０((大正大正99年）年）

１９４８（昭和１９４８（昭和2323年年))

数字で見る数字で見る『『未来へのあゆみ未来へのあゆみ』』ＰＨＰ１９８１、よりＰＨＰ１９８１、より 38



図ー２．２０２０年の世界市場

市場規模小・高成長【６２項目】 市場規模大・高成長【１２６項目】

【１．情報通信・エレクトロニクス】 【１．情報通信・エレクトロニクス】
・ＦＥＤ ・パソコン
・街頭・店頭設置多機能情報端末 ・パネルコンピューター
・ＭＤ機器 ・立体テレビ受像機
・音声認識・合成ソフト ・エージェント機能ソフト
・自動翻訳・通訳ソフト ・携帯電話サービス

・携帯データー通信サービス

【２．デバイス・素材分野】 【２．デバイス・素材分野】
・分子エレクトロニクス ・システムＬＳＩ
・青色レーザー ・ＣＰＵ
・スーパーエンプラ ・超高密記憶用磁性材料
・フラーレン・ナノチューブ ・量子デバイス（ジョセフソン素子など）
・アクチュエーター材料 ・光触媒（防水、抗菌、水素製造）

・水素吸蔵合金

【３．機械・装置・海洋・航空・宇宙関係】 【３．機械・装置・海洋・航空・宇宙関係】
・電子ビーム、イオンビーム超微細化工 ・半導体製造用装置
・超精密研磨機 ・家庭用ロボット
・Ｘ線ステッパー ・メガフロート・人工島
・ＳＯＲ装置 ・海底トンネル
・極限作業用ロボット ・次世代超音速機

・衛星打ち上げ事業

【４．交通生活関連分野】 【４．交通生活関連分野】
・メタノール・エタノール自動車 ・二次電池自動車
・水素自動車 ・燃料電池自動車
・車両進行管理システム ・天然ガス自動車
・超電導磁気浮上式鉄道 ・直噴型エンジン車
・高速荷役システム ・ＩＴＳ（自動車制御システム）
・無人物流システム

【５．バイオテクノロジー分野】 【５．バイオテクノロジー分野】
・クローン動物からの医薬品 ・在宅医療機器、システム
・エイズ治療薬 ・在宅遠隔診断システム
・植物工場 ・遺伝子診断
・バイオ化粧品 ・遺伝子組み替え農産物
・バイオセンサー ・遺伝子組み替え利用加工食品

・クローン家畜

【６．環境・エネルギー分野】 【６．環境・エネルギー分野】
・環境ホルモン処理 ・ＮＯｘ、ＳＯｘ削減事業・システム
・超電導貯蔵システム ・固体電解質型燃料電池
・ナトリウム硫黄電池 ・アモルファス太陽電池
・リン酸型燃料電池 ・高効率ガスタービン
・多結晶太陽電池
・超電導発電機

市場規模小・低成長　【４項目】 市場規模大・低成長　【８項目】
・小型デジタルビデオカメラ ・ゲームソフト
・家庭用診断装置 ・地上波デジタル放送事業
・ＭＲＩ ・ガラス繊維強化プラスチック
・空気亜鉛型電池 ・環境負荷の少ない塗料・接着剤

・超小型強力モーター
・インテリジェント化対応
・癌治療薬

市
場
高
成
長
率

市
場
低
成
長
率

３０３０
を越を越
すす

１兆１兆
円円
新新
産産
業業

30年前と異なり 今は21世紀が動き出した

何をやるかをきめるのは比較的易しい

パラダイムのシフトが見える

スピードが勝負を決める

未来を見つめた産官学協業が最善策

39日本経済新聞社、三菱総合研究所編日本経済新聞社、三菱総合研究所編 日本経済新聞社刊日本経済新聞社刊 『『２１世紀の技術と産業２１世紀の技術と産業』』より作成より作成

研究開発の研究開発のスピードアップが勝負を決めるスピードアップが勝負を決める
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40

６．狙いは６．狙いはユビキタス社会とユビキタス社会と通信・情報家電通信・情報家電

スーパーブロードバンドスーパーブロードバンドネットワークネットワーク

高速化

軽薄短小化

多機能化

情報家電のワイヤレスネットワーク化における情報家電のワイヤレスネットワーク化における
Key WordKey Wordは高周波数化は高周波数化//高機能化高機能化//高密度化高密度化

(高周波数化)

(高機能化)

(高密度化)

パラダイムシフトがまもなく起きる

日本の独創的材料・技術が生きる

パラダイムシフトがまもなく起きる

日本の独創的材料・技術が生きる
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1.2 1.0 1.0 0.9 0.9
0.7 0.7 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 0.3 0.3 0.3 0.3

～～
16.5

半導体売上高上位半導体売上高上位2020社比較社比較

※$1=112円換算

東北大学東北大学 大見教授資料より大見教授資料より 41
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0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

サムスン電子
（韓国）

インテル
（米国）

トヨタ自動車
（日本）

マイクロソフト
（米国）

日本大手
家電メーカー10社

合計（見通し）

日本大手家電メーカー10社

松下電器産業、ソニー、日立製作所、
東芝、富士通、シャープ、NEC、

三菱電機、三様電機、パイオニア

家電関連各社の純利益比較家電関連各社の純利益比較

1兆786億円

1兆1712億円

8555億円

7870億円 4760億円

当
期
純
利
益

（億
円
）

42東北大学東北大学 大見教授資料より大見教授資料より
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高度部材産業高度部材産業の強みを生かす産業強化が必要の強みを生かす産業強化が必要

43経済産業省経済産業省 機能性化学品室機能性化学品室 渡辺渡辺 宏室長資料宏室長資料

新産業創造を育む高度部材産業　　　

日
本
27%

海
外
73%

海
外
49%

日
本
51%

海
外
46%

日
本
54%

高度機能性部材産業集積高度機能性部材産業集積
〈付加価値額２兆円、研究開発費約〈付加価値額２兆円、研究開発費約0.50.5兆円〉兆円〉

上流 下流

１人あたり
の付加価値
額（技術高
度性）

樹脂樹脂
製造製造

石油石油
化学化学

無機無機
化学化学 プラスチックプラスチック

成形加工成形加工

脂肪族脂肪族
製造製造

環式中間物環式中間物
製造製造

研
究
開
発
総
額　
　

兆
円

付
加
価
値
総
額　
　

兆
円

16.3 1

各楕円の横幅は、
各業種の付加価値
額の比を表わす

青字：中小企業
赤字：大企業

高度機能性部
材産業の輸出
比率は、50～

60％

海外への輸出

川
下

川
中

川
上

海
外

35%
日
本

65%

情報通信セット機器

電子部品／半導体

製造装置

電子材料

（シャープ、松下電器等）

（京セラ、村田製作
所、　ローム等）

（東京エレクトロン等）

（ＪＳＲ、日立化成等）

（世界の市場規模と日系企業のシェアの一例）

付加価値額　１４．３兆円
研究開発費　　　２兆円

付加価値額　
６．５兆円

付加価値額　
３．０兆円

付加価値額　
５．３兆円

付加価値額１．５兆円
研究開発費（機械）１兆円

自動車
電気機械 情報通信機器 電子部品デバイス

精密機械

研究開発費　４兆円国内産業

-10-

技
術
革
新
で
こ
こ
を
強
く
出
来
れ
ば
全
て
が
生
き
る

技
術
革
新
で
こ
こ
を
強
く
出
来
れ
ば
全
て
が
生
き
る
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ユビキタス社会に必須の材料・技術開発とユビキタス社会に必須の材料・技術開発と
産官学協業による実用化で産官学協業による実用化で

情報通信機器・デジタル家電産業の強化情報通信機器・デジタル家電産業の強化

・超低消費電力・超高性能半導体集積回路・超低消費電力・超高性能半導体集積回路
（超高性能プロセッサー、高精細撮像デバイス等）（超高性能プロセッサー、高精細撮像デバイス等）

・双方向大容量情報の低消費電力・高速伝送・双方向大容量情報の低消費電力・高速伝送

日本には材料・部材産業の強さがある日本には材料・部材産業の強さがある
新材料の積極的採用で製品を差別化することにより新材料の積極的採用で製品を差別化することにより
パラダイムシフトが起こるユビキタス社会でパラダイムシフトが起こるユビキタス社会で 勝てる。勝てる。

世界に先駆けて採用するリスクテイカーであってほしい世界に先駆けて採用するリスクテイカーであってほしい

44
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半導体からパッケージまで新パラダイム材料・技術半導体からパッケージまで新パラダイム材料・技術

Tohoku Univ .Tohoku Univ .
OHMI Lab.OHMI Lab.

CONFIDENTIAL

592006年8月30日 東北大学大見研究室

次世代プリント基板・パッケージ

SoC in SiPへ
大規模集積システム

動作速度50～100GHzの

超高性能システムLSI

・(551)面3次元立体構造MOSトランジスタ

・3次元構造シリコン表面の原子オーダー平坦化

・ソース・ドレイン電極の直列抵抗3桁低減

・新しいゲート電極材料の創出

・新しいデバイスモデル・回路モデルの創出

超高速伝送を可能にする
パッケージ・プリント基板

・平滑面へのめっき密着技術

（平滑めっき技術）

・超低誘電率(εr<2.0)
低損失基板材料

・低吸湿による高信頼性

・100GHz動作での

シグナルインテグリティ完全確保

－インピーダンス完全制御

－最適パターン・ビア形状の創出

－チップtoチップ、パッケージtoパッケージ

接続方式の最適化

－高インピーダンス（微細）配線による

ドライブ負荷の低減

超高性能・超低消費電力デジタル・
アナログ・高周波混載システムLSI
の実現
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動作速度による動作速度による 半導体消費電力削減効果半導体消費電力削減効果

Tohoku Univ .Tohoku Univ .
OHMI Lab.OHMI Lab.

CONFIDENTIAL

562006年8月30日 東北大学大見研究室

新しい半導体デバイスの性能（速度・消費電力）

60 GHz

40 GHz

20 GHz

10 GHz

5 GHz

動作速度限界

1 / 20

1 / 11

1 / 6.3

1 / 2.4

1

消費電力
@5GHz

1 / 2381 / 100
新プロセス技術

＋ 新ウェハ表面
＋ 新構造デバイス
＋ 3次元形状

1 / 1541 / 77
新プロセス技術

＋ 新ウェハ表面
＋ 新構造デバイス

1 / 571 / 40新プロセス技術
＋ 新ウェハ表面

1 / 311 / 25新プロセス技術

1 / 141 / 10従来技術

消費電力
@600MHz

消費電力
@1GHz

２
次

元
平

面
形

状
M

O
S

3次
元

立
体

形
状

M
O

S

100GHz（1000億回処理／秒）を超える超高速動作に道が拓けた
同じ性能であれば消費電力を1/10～1/20以下に低減できる

（600億回処理／秒）

新規開発
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半導体の限界を突破するイノベーション半導体の限界を突破するイノベーション

クロック動作周波数の高周波数化（高速化）クロック動作周波数の高周波数化（高速化）

Tohoku Univ .Tohoku Univ .
OHMI Lab.OHMI Lab.

CONFIDENTIAL

212006年8月30日 東北大学大見研究室

ロードマップにみるクロック周波数の変遷

intel

ITRS2001

ITRS2003

ITRS2005

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020
10M

100M

1G

10G

O
n-

ch
ip

 lo
ca

l c
lo

ck
  [

H
z]

*Intel社製CPUデータおよびITRSロードマップより作成

486DX2
Pentium

Pentium Pro

Pentium III

Pentium 4

Pentium 4 EE

80 20 1425

デザインルール(DRAM ½ pitich) [nm]

現状
動作速度3～4GHzで停滞

3645
100G

65 50

情報処理性能
動作周波数向上の停滞のため

マルチコアによる並列処理の方向へ
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高速化のための高速化のためのLowkLowk材料材料 ロードマップロードマップ

ロードマップ（目標値）
実用可能

プロセス方法が未定

プロセス方法は検討済み、
実用化段階

Low-k膜の現状 特 徴誘電率膜種

従来技術（>250nm世代)3.9SiO2

空孔への吸湿、膜強度低下、洗浄
困難の問題（実用化不可)2.5SiOC

（多孔質）

密着性、耐熱性の問題によりデバ
イス適用不可

2.7SOD
（有機膜）

さらなる低誘電率化困難（吸湿性、
密着性）

3.7SiOF

<2.4

50
2009

<3.0

100
2003

<2.7

90
2004

<2.7

80
2005

<2.7

70
2006

<2.4

65
2007

<2.4

57
2008

層間絶縁膜の

誘電率(k)

微細化世代(nm)
生産年

<2.1

45
2010

ゼオマックの誘電率：2.2以下
良好な絶縁性、耐熱性、密着性、
空孔無き緻密な膜質を確認

出典：ITRS 2003

13

低誘電率膜の現状とロードマップ

低誘電率で実用化膜は無い
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低消費電力効果低消費電力効果

損失の内訳

＜現状エポキシ基盤
＋現状めっき（粗面化処理）＞

＜低誘電率樹脂（εr=2.75）

＋平滑めっき＞

＜低誘電率樹脂（εr=1.7）

＋平滑めっき（資産）＞
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・新事業を継続して創出できない会社は衰退する・新事業を継続して創出できない会社は衰退する
・技術の進歩は人の想像する以上にはるかに早い。・技術の進歩は人の想像する以上にはるかに早い。
・技術、製品、事業、企業、産業にはライフサイクルがある・技術、製品、事業、企業、産業にはライフサイクルがある
・パラダイムシフトにより、創造的破壊が生じる・パラダイムシフトにより、創造的破壊が生じる
・技術の方向は・技術の方向は トップダウンで機を失することなく決断トップダウンで機を失することなく決断
・賛同者は少ない。周囲が賛成するときはすでに遅い・賛同者は少ない。周囲が賛成するときはすでに遅い
・経営戦略・経営戦略､､研究開発戦略が一体となった技術経営が必要研究開発戦略が一体となった技術経営が必要
・日本は・日本は創造技術創造技術立国、立国、イノベーションイノベーションで生きるで生きる

50

７．まとめ：７．まとめ：
高度機能材料部材の強みを生かしたイノベーションで生きる高度機能材料部材の強みを生かしたイノベーションで生きる

パラダイムシフトパラダイムシフト 創造的破壊創造的破壊

ライフサイクルの認識ライフサイクルの認識 経営戦略と研究開発戦略の一体化経営戦略と研究開発戦略の一体化

トップダウントップダウン

イノベーションイノベーション

先見性先見性
人生は夢があるから楽しくて人生は夢があるから楽しくて 心があるから暖かい心があるから暖かい



日経ビジネス日経ビジネス040308040308号より号より

工場はメーカーの原点、工場を立て直そう工場はメーカーの原点、工場を立て直そう

工場を立て直そう工場を立て直そう

日本は産業立国日本は産業立国

ゼオンはメーカーゼオンはメーカー

その基盤は独創的技術とその基盤は独創的技術と

製造技術（現場力）製造技術（現場力）

支えるのは人（財産）支えるのは人（財産）

人の育成ができているか？人の育成ができているか？

工場が活性化しているか？工場が活性化しているか？

　　　　　　　　　工場活性化の取り組み(ありたい姿）
・地域住民にゼオンの企業情報が正しく伝わり、住民から好感を持ってゼオンに接してもらえる
・世界に誇れる技術と製品を持ち、安全と環境保全に真摯に取り組んでいるゼオンと認知されている
・従業員および家族がゼオンで働いていることに誇りを持ち、いっそう誇れるゼオン作りに取り組んでいる

独創的生産技術開発が必要独創的生産技術開発が必要
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ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。
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人生は夢があるから楽しくて人生は夢があるから楽しくて 心があるから暖かい心があるから暖かい
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